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呉錦堂を語る会通信

呉錦堂を語るとき、楊寿彭編集『浙慈 呉錦堂先生六旬榮壽録』（1914年発行）と同氏編集『呉錦堂先生

哀思録』（1926年発行）は避けて通れません。どちらも文語体で書かれた歴史的記録です。

この度、前者の現代日本語訳を試みました。ここでは、神戸華僑歴史博物館所蔵「陳徳仁コレクション」

に含まれている複写資料を使用しました。ところで、当該資料は写りが悪く、そのまま写真画像が使えない

部分は改めて入力し直しました。その関係で、原文の活字と違った字体になっている字があります。この点、

おことわりしておきます。

まず、当頁に目録を載せました。全体（112頁）を概観願います。続いて、次頁、次々頁に「序」の原文と

日本語訳を掲せました。また、号を改め、「壽言」の一つを取り上げる予定です。 （編集委員 橘 雄三)

『浙慈 呉錦堂先生六旬榮壽録』

本
号
一
～
三
頁
掲
載
の
肖
像
及

び
カ
ッ
ト
は
、
全
て
、
原
本
に
挿

入
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
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『浙慈 呉錦堂先生六旬榮壽録』「序」（日本語訳）

序
昔
、
孔
子
は
当
時
伝
わ
っ
て
い
た
多
く
の
歌
謡
か
ら
三
百
五
編
を
選

ん
で
「
詩
」
を
編
集
し
、
国
風
、
小
雅
、
大
雅
と
載
せ
、
最
後
に
頌
四

十
編
を
お
き
ま
し
た
。
礼
記
に
は
、
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
晋
の
卿
、
献

文
子
（
趙
武
）
の
新
居
が
落
成
し
た
と
き
の
こ
と
、
張
老
の
応
答
に
君

子
は
、
「
張
子
は
よ
く
祝
い
、
趙
子
は
良
く
答
え
た
」
と
言
い
ま
し
た
。

古
代
、
太
平
の
徳
は
、
す
べ
て
の
殿
堂
の
上
、
官
職
に
あ
る
も
の
の
家

に
行
き
渡
り
、
功
は
万
民
に
あ
り
、
音
楽
を
奏
で
、
舞
を
舞
い
そ
の
恩

沢
を
神
明
に
報
告
し
ま
し
た
。
た
と
え
一
介
の
士
で
も
世
に
役
に
立
ち
、

恵
み
を
民
衆
に
及
ぼ
す
者
な
ら
、
だ
れ
も
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
褒
め
称

え
、
朱
線
の
楽
器
で
奏
で
て
、
互
い
に
思
い
を
歌
い
、
記
憶
に
と
ど
め

ま
し
た
。
こ
と
わ
ざ
に
言
い
ま
す
。
功
績
や
徳
を
褒
め
称
え
た
歌
を
歌

う
こ
と
は
、
実
は
由
来
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
と
。

時
代
が
下
り
漢
で
は
、
白
麟
、
赤
雁
、
芝
房
、
寳
鼎
の
瑞
祥
が
現
れ
、

そ
の
都
度
、
歌
わ
れ
、
郊
廟
で
奏
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
神
雀
、
五
鳳
、

甘
露
、
黄
龍
の
瑞
兆
は
年
号
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ゆ
え
、
衆
庶

は
悦
び
、
福
は
ま
さ
に
最
も
盛
ん
と
な
り
ま
し
た
。
司
馬
相
如(

し
ば
し
ょ

う
じ
ょ)

、
虞
邱
壽
王(

ご
き
ゅ
う
じ
ゅ
お
う)

、
東
方
朔(

と
う
ほ
う
さ

く)

、
王
襃(

お
う
ほ
う)

、
枚
皋(

ば
い
こ
う)

な
ど
才
智
、
俊
異
の
も
の

を
寵
用
し
ま
し
た
。
宮
廷
内
に
は
、
文
学
の
士
の
出
仕
す
る
金
馬
門
や
、

お
お
く
の
図
書
を
収
蔵
す
る
石
渠
閣
が
設
け
ら
れ
、
彼
ら
は
文
章
を
以

て
、
互
い
に
奢
華
を
競
い
ま
し
た
。
日
々
、
奢
侈
の
限
り
を
尽
く
す
と

い
っ
て
も
、
ま
こ
と
に
こ
の
よ
う
に
し
な
い
な
ら
、
立
派
な
政
治
を
鼓

吹
し
て
徳
化
を
宣
揚
し
、
当
時
を
風
化
し
来
世
を
訓
導
す
る
に
足
り
ま

せ
ん
。

今
、
わ
が
大
中
華
国
は
大
統
領
制
の
国
と
な
り
、
天
下
の
責
任
は
、

国
民
の
一
人
一
人
に
あ
り
ま
す
。
前
人
の
徳
を
徳
と
し
、
前
人
の
功
を

功
と
す
る
こ
と
が
有
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
前
人
を
称
揚
す
る
人
で
こ

れ
を
称
揚
し
な
い
人
は
い
ま
せ
ん
。

当頁、及び次頁に、楊寿彭の文章になる、『浙慈 呉錦堂先生六旬榮壽録』「序」の原文と現代日本語訳を掲載

いたしました。編集委員にとって、難しい作業でしたが、狹間直樹先生のご指導を得て、掲載できるところまで内

容を整えることができました。深く感謝いたします。 （編集委員 橘 雄三)

（
３
頁
右
上
へ
続
く
）
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『浙慈 呉錦堂先生六旬榮壽録』「序」（日本語訳続き）

呉
錦
堂
先
生
は
熱
心
公
益
、
力
行
善
挙
、
国
の
た
め
、
国
民
の
た
め
に
寄
付
を

し
、
そ
の
総
額
は
数
十
万
金
に
上
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
前
人
の
徳
を
徳
と
し
、
前

人
の
功
を
功
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
昔
、
魏
に
呉
悉
達
と
い
う
人
が
い
ま
し

た
。
彼
は
、
隣
人
に
、
貧
窮
し
て
い
る
人
が
い
る
と
、
い
つ
も
着
て
い
る
衣
を
解

き
与
え
、
自
分
の
食
べ
物
を
与
え
救
済
し
ま
し
た
。
郷
里
の
五
百
余
人
が
州
の
役

所
に
赴
き
、
称
賛
し
ま
し
た
。

先
生
は
そ
の
子
孫
で
、
そ
の
救
済
の
大
き
さ
は
呉
悉
達
に
勝
り
ま
す
。
遠
近
の

賓
客
友
人
は
蹌
蹌
済
済
と
集
ま
り
、
今
冬
の
先
生
六
十
歳
の
誕
生
日
を
祝
い
ま
し

た
。
祝
言
、
祝
詞
を
も
っ
て
先
生
を
称
揚
し
、
杯
を
あ
げ
、
広
間
の
壁
は
照
り
輝

き
ま
し
た
。
誠
に
そ
の
通
り
で
す
。
私
壽
彭
、
忝
く
も
祝
賀
会
の
総
幹
事
を
お
お

せ
つ
か
り
、
光
栄
に
ぞ
ん
じ
ま
す
。
す
で
に
、
祝
言
、
祝
詞
の
文
章
の
輝
き
を
喜

ぶ
と
と
も
に
、
ま
た
、
先
生
の
功
徳
の
人
に
及
ぶ
こ
と
を
敬
慕
す
る
も
の
を
、
こ

こ
に
集
め
て
一
書
と
し
、
印
刷
の
手
筈
を
取
り
ま
し
た
。
ふ
た
た
び
、
風
雅
の
余

韻
を
聞
か
れ
ま
す
よ
う
に
。
こ
れ
を
も
っ
て
序
と
い
た
し
ま
す
。

民
国
三
年
十
一
月
二
十
五
日

嶺

南

楊

壽

彭

謹

識

浅
学
菲
才
の
私
に
と
っ
て
、
こ
の
度
の
『
榮
壽
録
』
の
現

代
日
本
語
訳
は
、
誠
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
『
漢

書
』
『
礼
記
』
な
ど
、
中
国
の
古
典
を
典
拠
と
す
る
引
用
に
つ
い
て
は
、
諸
橋
『
大

漢
和
辞
典
』
、
明
治
書
院
『
新
釈
漢
文
大
系
』
ほ
か
の
閲
覧
に
県
立
図
書
館
へ
日
参

し
ま
し
た
。
今
か
ら
思
え
ば
、
こ
れ
が
私
の
消
夏
法
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

現
在
、
「
序
」
に
次
い
で
、
「
壽
言
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

編
集
委
員
後
記

（
２
頁
か
ら
続
く
）
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神戸市在住であった作家、黒部亨(1929－2014)に『兵庫人国記』(1994年、神戸新聞総合出版センター発行)

があります。「のじぎく文庫」の一冊になっていることもあって、地元ではよく読まれている本です。同著

は36の節からなり、近世以降、郷土の先賢80人ほどを取り上げています。その一つの節が、「神戸に灯をか

かげた人－武藤山治と呉錦堂－」です。「神戸に灯をかかげた人」、なんともうれしいネーミングです。以

下、気になる点３カ所を抜粋引用しコメントを付しました。傍線は編集委員が加筆。 （編集委員 橘雄三）

「神戸に灯をかかげた人－武藤山治と呉錦堂－」(黒部亨著『兵庫人国記』より)

神
戸
・
舞
子
の
浜
の
名
物
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
も
の
に
「
移
情
閣
」

が
あ
る
。
現
在
の
孫
中
山
記
念
館
で
あ
る
。
白
砂
青
松
の
海
岸
に
マ
ッ
チ
し
た
こ

の
八
角
堂
は
、
海
上
か
ら
な
が
め
て
も
お
も
む
き
の
あ
る
一
点
景
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
あ
た
り
は
大
正
の
こ
ろ
は
明
石
ま
で
浜
つ
づ
き
で
、
と
き
お
り
そ
の
波
打
ち

ぎ
わ
を
馬
に
乗
っ
て
ゆ
う
ゆ
う
と
散
策
す
る
中
国
服
の
紳
士
が
い
た
。
神
戸
の
華

僑
と
し
て
成
功
し
た
呉
錦
堂
（
中
国
浙
江
省
出
身
）
の
晩
年
の
姿
で
あ
る
。

や
が
て
マ
ッ
チ
、
綿
花
、
穀
類
な
ど
を
お
も
に
あ
つ
か
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

れ
ら
の
品
は
投
機
性
に
富
ん
で
い
て
利
幅
が
大
き
か
っ
た
か
ら
、
み
る
み
る
財
を

な
し
た
。
籠
池
通
り
の
広
大
な
邸
宅
に
住
み
、
二
頭
立
て
の
馬
車
に
乗
る
身
分
に

な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
明
治
三
十
七
年
に
日
本
へ
帰
化
し
た
こ
ろ
に
は
、
も
う
華

僑
の
第
一
人
者
と
し
て
押
し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
実
業
家
に
の
し
あ
が
っ
て
い
た
。

成
功
を
妬
ん
で
批
判
す
る
者
も
い
た
。
あ
る
雑
誌
で
「
錦
堂
は
営
利
い
が
い
に

目
的
が
な
く
、
徳
義
な
ど
薬
に
し
た
く
も
な
い
」
と
酷
評
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

だ
が
、
そ
ん
な
中
傷
に
も
へ
こ
た
れ
る
こ
と
な
く
、
ど
の
会
社
へ
も
中
国
服
で
堂
々

と
出
入
り
し
た
。

錦
堂
の
家
の
隣
に
住
ん
で
い
た
武
藤
山
治
は
、
そ
の
こ
ろ
の
錦
堂
の
こ
と
を
つ

ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
（
以
下
、
武
藤
山
治
著
『
私
の
身
の
上
話
』
「
人
の

世
話
」
を
引
用
し
記
述
）

舞
子
の
八
角
堂
は
錦
堂
の
別
荘
と
し
て
大
正
六
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

三
階
建
て
で
八
方
に
窓
が
あ
り
、
そ
の
窓
ご
し
に
な
が
め
る
景
色
の
お
も
む
き
が

そ
れ
ぞ
れ
こ
と
な
る
と
こ
ろ
か
ら
移
情
閣
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
（
中
略
）

こ
の
堂
は
主
と
し
て
客
の
接
待
用
に
利
用
さ
れ
、
中
国
の
革
命
家
・
孫
中
山

（
孫
文
）
の
歓
迎
会
が
開
か
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

抜
粋
引
用
１

抜
粋
引
用
２

抜
粋
引
用
３

呉
錦
堂
が
馬
に
乗
っ
て
、
波
打
ち
ぎ
わ
を
散
策
す
る
と
い
う
の

は
、
な
ん
と
も
魅
力
的
な
光
景
で
す
。
編
集
委
員
は
、
こ
の
光
景

の
記
述
の
あ
る
著
書
、
四
つ
を
知
っ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
次

の
順
で
、
前
者
を
典
拠
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
い
た

し
ま
す
。

原
出
所
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明

１

陳
舜
臣
著
『
神
戸
と
い
う
ま
ち
』
一
九
六
五
年
至
誠
堂
新
書

陳
舜
臣
著
『
神
戸
も
の
が
た
り
』
一
九
八
一
年
平
凡
社

２

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
黒
部
亨
著
『
兵
庫
人
国
記
』

３

寧
波
市
政
協
文
史
委
編
『
呉
錦
堂
研
究
』
二
〇
〇
五
年
出
版

抜
粋
引
用
１

コ
メ
ン
ト

抜
粋
引
用
２

コ
メ
ン
ト

抜
粋
引
用
３

コ
メ
ン
ト

←←←

抜
粋
引
用
２
で
は
、
「
籠
池
通
り
の
広
大
な
邸
宅
」
、
「
二

頭
立
て
の
馬
車
」
、
「
錦
堂
の
家
の
隣
に
住
ん
で
い
た
武
藤
山

治
」
、
こ
の
三
つ
が
、
い
か
に
も
、
同
時
期
、
同
地
点
で
の
で

き
ご
と
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
事
実
は
、
か
な
り

違
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。

同
著
に
は
、
大
正
二
年
三
月
十
四

日
撮
影
の
、
前
列
中
央
に
孫
文
と
呉

錦
堂
が
並
ん
だ
、
松
海
別
荘
前
の
集

合
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
孫

文
歓
迎
会
が
移
情
閣
で
開
か
れ
た
と

い
う
事
実
は
あ
り
ま
せ
ん
。

画像は編集委員作成


